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中国（約 63 万人）、ミャンマー（約 30 万人）、タイ（4 万人超）、そしてインド（約 2700）
の 4 国にまたがって居住している［Bradley 2008：3］。漢族は衣装の特徴からリスを花リ
ス、白リス、黒リスに分けているが［綾部 2005：69］、この区分はリス内部のサブ・グル
ープを表す語としても研究者の間で用いられている［2005；Bradley 2008；Tribal 
Research Institute 1989］1。 
２）言語 
これらのサブ・グループを超えて彼らはチベット＝ビルマ語族、イ・ロロ語派の言語であ













































































「ウサ（wusa）」は人々の生活を見守り、寿命を司っている［Lewis and Lewis 1984：260］。
他に、その地域一帯を統べる神であり、病を癒すことのできる「イダマ（yidama）」、「ニ／






なんらかの罰を受けると信じている［Lewis and Lewis 1984：256］。アパムを祭る祭壇は
「アパムヒ（apamoh’i）」と呼ばれるが、リス村落は山の頂上にこれを有していなければな













 リス社会における親族組織の重要性は繰り返し指摘されてきたが［Conrad 1989；綾部 


































































































































































































たのは長老派教会を中心に形成されたタイ国キリスト教会（CCT: Church of Christ in 














































2019 年 2 月 5 日は、中国の春節にあたり、リスの人々の元日であった。筆者はその前後








日に当たる 2 月 4 日、朝 5 時過ぎにチェンマイ市街を出発した車が山道を超え D 村に着く
ころには午前 11 時半ごろになっていた。そこではまた別の一行と出会うことになる。バン


































































































え、それまで姿を見せなかった 10 代から 20 代の若者も盛んに踊りを踊っている。外国人
でありながら積極的に踊りの輪に加わり、リスの蒸留酒をリス語で「美味しい／アクドゥミ















































































































筆者は先の D 村での調査に続き、2019 年 3 月 27 日～3 月 28 日にチェンマイ県の P 村
で行われた文化大祭に参加してきた7。このイベントは、リスのタイへの入国が 1919 年ご


















































































































































































ンを生み出していると述べた。そしてこの 1 サイクルの中に、反時計回りに動く動作は 2 回
32 
ほど、歩数にして 4 歩分あるのが平均的なパターンである。そしてこの 1 サイクルにかか
る時間は、楽曲や演奏のテンポにもよるものの、20 秒前後ほどである。つまり 1 サイクル
につき 20 秒の間に 4 歩反時計回りに回るのである。新年祭での個人の家の庭における輪舞
なら、円の直径は大きくても 10 メートル程度であり、したがって円周は 31 メートルほど
となる。これを歩幅 50 ㎝と仮定すると11、概算で約 62 歩／15 サイクル半／5 分ほどで 1
周することになる。これに対し、リス文化大祭の会場での輪舞の外側の輪は少なくとも約 5





























































通り、タイのリス輪舞は 8 通りの基本動作を 8 組組み合わせることで 1 サイクルのパター



































































































































































































































































































































































































































































2019 年 2 月、3 月の調査に基づくものの、「輪舞への参与者の広がり」を「アクセシビリテ
ィ」という観点から複層的に描こうとする着想は、2019 年 8 月の渡航で垣間見たリスの文
化振興運動のタイ文化振興局での表彰という出来事に由来するものである。 













1 中国語で「花傈僳（Hua Lisu）」「黒傈僳（Hei Lisu）」「白傈僳（Bai Lisu）」と称される



























10 タイ山地民教育文化協会。チェンマイに拠点を置く山地民系の NGO としては最大のも
のであり、山地民の児童への教育や、山地民の文化振興を支援している。 
11 筆者自身の歩幅は約 70 ㎝であるが、輪舞の際は両隣に合わせてもう少し小股でステップ
を踏んでいること、筆者は身長が 175 ㎝だが、輪舞ではリスの女性も多く踊っていること









Bradley, David  
2005 Southern Lisu Dictionary. Sino-Tibetan Monograph Series 4, Department of 
Linguistics research unit in International and Area Studies. Berkley: 
University of California. 
 2008 Lisu New Year Song. Chiang Mai: Actsco Publishing. 
Conrad, Yves 
1989 Lisu Identity in Northern Thailand: A Problematique for Anthropology. Hill 
Tribes Today. Bangkok: White Lotus-Orstom, pp.191-221. 
Dessaint, Alain Y.  
1972 Lisu Settlement Patterns. Journal of the Siam Society. 60(1): 195-204. 
Durrenberger, E. Paul 
1976 The Economy of a Lisu Village. American Ethnologist. 3(4): 633-644. 
Fraser, James Outram 
2018(1922) Handbook of the Lisu (Yawyin) Language (Classic Reprint). England 
and Wales: Forgotten Books.  
Gillogly, Kathleen A.  
2006 Transformations of Lisu Social Structure Under Opium Control and Watershed 
Conservation in Northern Thailand. A dissertation submitted in partial 
fulfillment of the requirements for the degree of Doctor of Philosophy 
(Anthropology) in The University of Michigan. 
Larsen, Hans Peter 
1984 The Music of The Lisu of Northern Thailand. Asian Folklore Studies. 43: 41-62. 
Lewis, Paul and Elaine Lewis 
1984 Peoples of the Golden Triangle: Six Tribes in Thailand. London: Thames and 
Hudson Ltd. 
Royce, Anya Petersen 
2002(1977) The Anthropology of Dance. Hampshire: Dance Books Ltd. 
Tribal Research Institute, Chiang Mai University 
1989(1986) The Hiltribes of Thailand. Chiang Mai: Tribal Research Institute, Chiang 



















教養学部、平成 29 年度卒業論文。 
菅原和孝 
2005 「「身体資源」とは何か――特集への序」『文化人類学』70(2)：177－181。 
菅原和孝・藤田隆則・細馬宏通 
2005 「民俗芸能の継承における身体資源の再配分――西浦田楽からの試論」『文化人類
学』70(2)：182－205。 
トゥリノ、トマス 
2015(2008) 『ミュージック・アズ・ソーシャルライフ――歌い踊ることをめぐる政治』
 野沢豊一・西島千尋訳、水声社。 
藤本貴之・林幸雄 
2002 「相互扶助概念としてのインターネット・アクセシビリティ――視覚障害者にもア
クセシブルな Website の構築から」『コンピュータ＆エデュケーション』12：76－
83。 
古家晴美 
1993 「「山地民」と「山の民」――北タイ「チャウ・カウ」研究への新たなる視座を求
めて」『民族學研究』58(1)：29－52。 
米山知子 
2011 『回るアレヴィー――トルコの都市における場とパフォーマンスの人類学』スタイ
ルノ―ト。  
51 
レイヴ、ジーン／エティエンヌ・ヴェンガー  
1993 『状況に埋め込まれた学習――正統的周辺参加』佐伯胖訳、福島真人解説、産業図
書。 
